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内容
開催予定時期

都市計画マスタープラン 立地適正化計画

令
和
５
年
度

１回目 令和５年６月２３日 ・計画の概要の説明

２回目 令和５年１１月２９日

・本市の現状分析の中間報告
ア）各種データによる現状分析
イ）市民意向の把握
ウ）現行都市計画マスタープランの達成状況の把握

令
和
６
年
度

３回目 令和６年７～８月頃

意
見
聴
取

・将来都市像、将来都市構造の確認
・都市づくりの目標の確認
・全体構想（構成）の確認 等

・目指すべき都市構造と誘導方針の確認
・都市機能誘導区域の位置・規模の確認
・居住誘導区域の位置・規模の確認
・誘導施設、誘導施策の考え方 等

４回目 令和６年１２月頃

意
見
聴
取

・全体構想の確認
・地域別構想の確認
・計画(原案)の内容確認 など

・誘導施策の確認
・防災指針の取組方針の確認
・計画の評価指標及び目標値の確認
・計画(原案)の内容確認 など

５回目 令和７年２月頃

諮
問･

答
申

・住民説明会での意見と対応方針の報告
・パブリックコメントでの意見と対応方針の報告
・計画(案)の内容確認

■都市計画審議会のスケジュール（案）
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★
本
日
★



～次回以降～

評価視点など

その他、
計画に反映すべき事項

総合計画に基づく項目

第六次総合計画

 計画の策定にあたっては、第六次総合計画で掲げる「まちづくりの方向性」と「土地利用の
基本方針」に基づく評価視点と、その他計画に反映すべき事項にて現状分析します。

 その後、各手法を用いた現状分析の結果を受け、課題を抽出し、解決するための目標と理念
を検討します。

生きる力と豊かな心を育む 桶川
【教育･文化】

共に支え合い いきいきと暮らせる 桶川
【健康･福祉】

安心して暮らし続けられる 桶川
【安心安全･都市基盤】

環境にやさしく みどりと調和した 桶川
【環境･みどり】

にぎわいと活力ある桶川
【産業･経済】

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

歩いて暮らせるまちづくり

広域交通網をいかすまちづくり

自然と暮らしが調和するまちづくり

土
地
利
用
の
基
本
方
針

(1)人口･世帯

(2)土地利用

(3)都市交通

(4)経済活動

(5)財政･地価

(6)災害

(7)都市機能

(8)都市施設

(9)上位関連計画
との整合

(10)法制度改正
への対応

(11)ＳＤＧｓ
の推進

(12)社会経済情勢
への対応

現状分析する手法

ア)各種統計データ〈実 施 済〉
イ)市民アンケート〈集 計 中〉
ウ)達成度評価 〈実施予定〉

課題抽出･整理

視点を整理

目標･理念の検討
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■現状分析と課題抽出の流れ
２ 本市の現状分析（中間報告） ア）各種データによる現状分析



【人口分布 令和２年（2020年）現在（100ｍメッシュ）】

■人口分布

 令和２年は、市街化区域に100人/ha以上の分布が多くみられます。
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資料：国勢調査（令和2年）、500ｍメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）

２ 本市の現状分析（中間報告） ア）各種データによる現状分析



【人口増減 令和２年（2020年）⇒令和22年（2040年）（100ｍメッシュ）】

増加

■人口動向

 令和２年から令和２２年推計値による２０年間の増減数では、市街化区域で30人/ha以上の減
少が全体的に点在していますが、一方で市街化区域の南側で30人/ha以上の増加がみられます。
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資料：国勢調査（令和2年）、500ｍメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）

２ 本市の現状分析（中間報告） ア）各種データによる現状分析



【高齢者人口分布 令和２年（2020年）現在（100ｍメッシュ）】

■高齢者人口分布

 令和２年は、市街化区域に高齢者人口30人/ha以上の分布が多くみられます。
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資料：国勢調査（令和2年）、500ｍメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）

２ 本市の現状分析（中間報告） ア）各種データによる現状分析



【高齢者人口増減 令和２年（2020年）⇒令和22年（2040年）（100ｍメッシュ）】

増加

減少

■高齢者人口動向

 令和２年から令和22年推計値による20年間の増減数では、市街化区域の北側は全体的に高齢
者が減少し、南側は増加がみられます。
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資料：国勢調査（令和2年）、500ｍメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）

２ 本市の現状分析（中間報告） ア）各種データによる現状分析



【土地利用の状況】

資料：都市計画基礎調査

農地

住宅用地

■土地利用

 市街化区域の土地利用の構成比は、住宅用地が46.0％で最も多くなっています。

 市街化調整区域の土地利用の構成比は、農地（田・畑）が39.8％で最も多くなっています。
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２ 本市の現状分析（中間報告） ア）各種データによる現状分析



■バス

 路線バスは、東武バス、川越観光バス、朝日バス及び丸建バスにより、桶川駅を起終点とし、
５路線が運行しています。

 市内循環バスは、べにばなＧＯが桶川駅を起終点とし、１０系統が運行しています。
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２ 本市の現状分析（中間報告） ア）各種データによる現状分析



【浸水想定区域図（想定最大規模）の状況】

資料：桶川市防災ガイド（地震・洪水ハザードマップ）を編集

市街化区域内の
浸水想定区域（3ｍ以上）

■ハザードエリアの状況

 桶川市洪水ハザードマップによると、市内には「浸水想定区域」が存在し、江川と近接して
いる市街化区域の西側の一部にも３ｍ以上浸水する地域がみられます。
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２ 本市の現状分析（中間報告） ア）各種データによる現状分析



対象者
桶川市に住民登録をされている
１８歳以上の市民３０００名

（無作為抽出）

調査方法 郵送配布・郵送回収

実施時期
令和５年９月１３日

～１０月３１日

回収結果
１３２７件

（回収率 44.2％）

■アンケート実施内容と回収状況

 市民の意向を把握するため、アンケート調査を実施しています。
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２ 本市の現状分析（中間報告） イ）市民意向の把握



１ 属性
• 性別、年齢、居住地域、職業
• 日常生活での主な行動や施設の利用状況等

２ お住まいの周辺のこと
や施設の利用について

• 生活で必要な施設の場所、利用頻度
• 中心市街地や拠点となる地区に欠かせない施設
• 自宅周辺に欠かせない施設

３ 日常の交通手段につい
て

• 普段よく利用する交通手段
• 公共交通の利用頻度

４ 現在、本市で取り組ん
でいるまちづくりにつ
いて

• 整備中の駅東口の交通機能、周辺環境等について
• 桶川駅東口周辺地区の市有地に必要な施設
• 整備中（再整備）の公園について
• 公園に必要な施設
• スポーツ施設に必要な施設

５ これらからのまちづく
りについて

• 防災の観点からのまちづくりの取り組みとして特に重要な
こと

• 交通、道路整備の取り組みとして特に重要なこと
• 人口減少や少子高齢化が進むことによる不安
• 本市が目指すべきまちの将来像

■アンケート設問項目
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２ 本市の現状分析（中間報告） イ）市民意向の把握

別添資料「市民アンケート集計結果（速報版）」
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■達成度評価

 現行の都市計画マスタープランの施策の進捗状況を把握するため、達成度評価を行います。

評 価 の 対 象

「地区整備の方向性」

「地域整備の基本的考え方（道づくりの方向性）」

に示されている施策（全124項目）

評価の基準日 令和５年度末（年度末までに達成が確実なもの）

実 施 時 期
関係課での評価 １１月上旬～下旬

集計・とりまとめ １２月～

２ 本市の現状分析（中間報告） ウ）現行計画の達成状況の把握


